
 

■特別寄稿  立山黒部ジオパーク協会 会長代行 竹内 章 

■富山県立山カルデラ砂防博物館主催 はじめてのぶらかんじき（ご案内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年頭に当たり、皆様のご健勝とともに立山黒部ジオパークの活動がますます世に知られ発展することを

祈念いたします。 

さて、「⽇本ジオパーク」認定の定期審査で、当ジオパークは「条件付き再認定」の裁定でした。審査基

準は、ボトムアップによる運営体制と地域社会の持続可能性への貢献が主で、条件付きの理由として、保全

に関する計画の不明瞭さなど数点が指摘されました。 

審査結果の文面では、全国でも珍しい民間運営型の当協会が地道に取組んできた活動内容は審査で高く

評価されています。一方、「ジオパーク活動に対する関係者間の認識にばらつきがあり、一体的な活動がな

されていない」という残念な指摘もあります。 

この際、「みんなで作るジオパーク」という初心を改めて確認しあうことが大事です。共有する目標は、

ふるさとの誇らしい宝物、海と大地を大切に守り伝えること。地元のジオ（富山の中の地球）を知り、実地

に「高低差 4000ｍのロマン」を体感しながら、身近な環境保全と防災に取組むという私たちの活動は、生き

がいのある安全安心の地域づくりに通じます。この確信を礎に、会員間・地域間・世代間の絆を強めながら、

ご一緒に活動と感動の輪を広げて参りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 1月 31日 第 13号 2019年 1月 31日 第 13号 

たてくろジオパークだより たてくろジオパークだより 

◆開催日：平成 31年２月 17日（日）、24日（日） 

◆時 間：10：30～12：00 

◆定 員：15名（最少催行人員２名） 

◆対 象：小学生以上（小学生、中学生は保護者同伴） 

◆料 金：800円/人 

◆お申込：富山県立山カルデラ砂防博物館 

     学芸課（TEL076-481-1363） 

 ※開催日前日の正午までにお申し込みください。 

この冬、とっておきのアクティビティ！立山かんじきやスノーシュ―で自然の中に飛び出そう。 

山が、森が、雪が、立山の冬が何倍も楽しくなる。 

立山カルデラ砂防博物館主催の冬のツアー。 

立山カルデラ砂防博物館の学芸員や立山ガイドの 

案内で雪の上を歩きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■立少フェスティバル（ご案内） 

平成 31 年２月 16 日（土）から 17 日（日）にかけて、立山青少年自然の家で、立少フェスティバル

が開催されます。当協会も、オリジナルクラフトのブースを出展します。 

対  象：幼児・小学生を含む家族・グループ 

募集人員：宿泊  200名程度【1泊 2日】 

  日帰り 75名程度【16日のみ】  

日  程：平成 31年 2月 16日（土） 

〜17日（日）【1泊 2日】 

※1月 27日 10:00より申込み受付開始 

趣  旨：お父さん・お母さんには懐かしい宿泊学習。 

今度は家族そろって自然の家での 

宿泊学習はいかがでしょう。 

 
【申込みについて】 
 詳細は立山青少年自然の家のＨＰをご覧ください。 

  （http://tateyama.niye.go.jp/events/8270/） 

■立山カルデラ砂防博物館講座「立山ジオストーリー」（ご案内） 

開催日：平成 31年３月３日（日） 

時 間：10：30～16：00 

場 所：立山カルデラ砂防博物館  

１階大型映像ホール 

定 員：100名 申し込み不要 

内 容：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

立山カルデラ砂防博物館主催（当協会共催）の「立山ジオストーリー」が、富山県民カレッジ連携講

座として、下記のとおり実施されます。 

ぜひ、お立ち寄りください。 

◆第一部（10：30～12：00） 

【雪崩の脅威 ピンポン球雪崩体験】 

  飯田肇氏（学芸課長） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆第二部（13：00～16：00） 

 【北アルプスの隆起】13：00～14：30 

  竹内章氏（立山黒部ジオパーク協会会長代行、富山大学名誉教授） 

 【立山地獄谷の調査観測について】14：40～16：00 

丹保俊哉氏（主任学芸員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 
 

 

 

 

 

 吉沢庄作ら 14人は、黒部峡谷から祖母谷を 

通り、大蓮華山(白馬岳)の絶嶺に立った。 

「飛騨山系北半の崇嶺は、黒部の一大峡谷 

を挟んで、二枚の屏風を立てたようである。 

その左側の峻嶺には、針木嶺、後立山、鹿 

島槍岳、大黒岳より当面の鑓岳まで、筆架 

のごとき連峰は、近く手に取るように見え 

る。」これは、明治 40年 8月に初めて後立 

山の峰々までのルートを切り開いた登坂録 

の一節です。これを境に、黒部峡谷や越中 

から後立山連峰へ向かう近代登山が始まる 

のです。 

 また、吉沢は、尾根に広がるタカネバラや 

コマクサなどのお花畑を雲上の天女の舞だと絶賛しています。ここは「白馬連山高山植物帯」と

して、当時と変わらぬ素晴らしい景観で登山者を魅了しています。 

～明治期に切り開いた先人の記録から～ 

立山黒部ジオパーク協会 事務局  〒930-0856  富山市牛島新町５-５ タワー１１１ビル１階 

Tel  ０７６－４３１－２０８９  e-mail info@tatekuro.jp 

 Fax ０７６－４８２－３２０４  https://tatekuro.jp/  https://facebook.com/tatekuro 

たてくろ 見どころ紹介コーナー 

白馬連山高山植物帯 

白馬連山の峰々 


